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４月２３日は、参観日及びＰＴＡ総会がありました。 

参観日直前に、市内で新型コロナウイルスの陽性者が出 

るなど、不安材料はありましたが、必要な対策を講じた 

上で、実施させていただきました。一つ上級生になった 

子どもたちを参観された感想はいかがだったでしょうか。 

お陰様で、ＰＴＡ総会も無事に実施できました。保護者 

の皆様の御理解・御協力ありがとうございました。 

 ウイルスは目に見えません。だからこそ、換気、マスク着用、手指消毒、３密を避

けるなどの感染予防対策が提唱されています。とは言え、それらの対策を万全に行っ

てはいても、目に見えないから、やはり心配がぬぐえないということもまた事実です。 

 新型コロナの影響で、全県的に２か月以上の臨時休業となり、再スタートしたのが 

ちょうど昨年の今頃、５月２５日のことでした。そのころと比べて今の状況が改善し 

ているのかと言うと、決してそうではありません。 

  しかし、それでも学校は動いています。社会も動いて

います。感染のリスクはゼロではありませんが、その中

で生活していかなければなりません。そしてその生活を

できる限り豊かなものとするためには、必要な対策を徹

底することです。皆で一致団結してコロナに奪われてい

るものを可能な限り取り戻さねばならないと思います。 

  

 

 

４月２６日に、オリンピックの聖火リレーが串間市を 

通過しました。当初は、市内の小中学校に通う全児童生 

徒が沿道で応援する案もありましたが、新型コロナウイ 

ルス感染拡大防止の観点から、各学校の代表が、第１走 

者のサポートランナーとしての聖火中継地点である串間 

市総合運動公園内を走ることとなりました。 

 市木小学校代表として、６年生の中嶋優翔さんが、他 

の学校の児童生徒とともに元気よく走ってくれました。この日着たオリンピックマー

クの入った記念のＴシャツは、一生の宝物になることと思います。 

 ７月には、新型コロナウイルスの影響が収まり、この日運んだ聖火が、開会式会場

に無事に灯されることを祈りたいと思います。 

 

 

 

４月２７日に、交通安全教室が行われました。串間署 

からの３名に、市木駐在所の徳丸さん、交通指導員の獺 

越さんを加えた計５名の方から指導していただきました。 

この４月からは、自転車保険が義務化されました。自 

分の安全だけでなく、相手の安全にも気を配りながら行 

動できるようにしていかなければなりません。 

オリンピックの聖火、無事につなぐことができました。 

参観日、ＰＴＡ総会、御参加ありがとうございました。 

自分の命と他人の命を大切に。交通安全教室 



 

 

 

４月３０日に、校外学習がありました。石波海岸に行 

き、砂の造形に取り組んで自然のすばらしさを十分に感 

じた後、みんなで清掃活動を行いました。 

砂の造形では、学年縦割りのグループで、協力して作 

品を作り上げました。サメやカメ、リュウグウノツカイ 

等、各グループがテーマを決め、協力しながら、楽しそ 

うに作品作りに取り組んでいました。 

              また、清掃活動では、ペットボトル等の生活ゴミを大 

量に拾いました。石波公民館で仕分けを行い、軽トラッ

クで学校に持ち帰りました。子どもたちにとっては、自

然環境の大切さについて改めて考える日となりました。 

              行きはバス移動で楽ちんでしたが、帰りは歩きでした。

最後まで歩けるか心配だった１年生も、上級生に励まさ

れながら、頑張って元気に歩き切ってくれました。 

色んなことを学んだ、心に残る一日でした。  
         

 

 

 ５月７日に、今年度最初の全校朝会がありました。 

この日は、「 校長先生の挑戦１」として、ＧＷに、第２ 

高畑山に登った話をしました。山頂まで歩いて５０分と 

いうことで、車でも登れそうでしたが、これまで子ども 

たちに、「色々なことにチャレンジしましょう。」という 

話をしてきたこともあり、歩いて登ることにしました。 

 日頃の運動不足がたたり、途中で何度かあきらめかけ 

ましたが、涼しい木陰道だったおかげで、最後まで登りきることができました。 

頂上では、下の写真のような風景が待っていました。串間の市街地をはじめ、都井

岬や遠く開聞岳まで見渡すことができました。４０分ぐらいで登りきることができた

ので、心配だった体力にも少し自信を持つことがきました。 

５月３日に山に登って、話をした７日には、まだ、足に筋肉痛が残っていました。

子どもたちに尋ねると、ほとんどの児童が「筋肉痛は嫌い」と答えました。もちろん、 

発熱するような激しいものは別ですが、私は、適度な筋肉痛は嫌いではありません。 

むしろ好きです。筋肉痛は、運動で傷ついた筋肉が、よ 

り強い筋肉に生まれ変わる時の痛みだと聞いたことがあ 

ります。病気やケガではなく、免疫のように状況に対応 

しようとする体の働きなのだと思います。適度な負荷の 

存在と、その負荷の先に何があるかをイメージできると 

いうことは大切なことだと思います。そして、それはき 

っと「経験」によって培われるものだと思います。 

 
 

６月の行事予定 

 １日 避難訓練（不審者） 

 ４日 プール開き 

１４日 クラブ活動 

２１日 思いやり委員会 

２３日 秋山小との交流（予定） 

「校長先生の挑戦１」全校朝会の話   

校外学習がありました。石波海岸をみんなできれいに！ 



 


